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　一般社団法人日本ショッピングセンター協会が主催
する、商業施設ディベロッパーやテナント企業、運営
支援サービスを手掛ける企業など、ショッピングセン
ター（SC）運営に関わる多くの企業が参加する展示
会です。
　SC業界のトレンドを発信する場として高い注目を
集めています。

SCビジネスフェアとは？
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  2026年1⽉21⽇から23⽇の3⽇間に開催された、ショッピングセンター協会主催の「SC
ビジネスフェア2026」に私たちワールドサプライも出展しました。
 当社ブースでは、百貨店や商業施設を対象にしたさまざまな流通支援サービスのほか、

現在開発を進めている「顔認証を⽤いた商業施設の入退館管理システム」デモ機の展⽰な

どを⾏いました。今回は当社展⽰内容や展⽰の様子をご紹介いたします。
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ワールドサプライが
SCビジネスフェアに
初出展しました！

施設運営を支える多彩な
流通支援サービスを紹介しました
　私たちワールドサプライはこの展示会唯一の物流企
業として出展、物流面から幅広く施設内の運営・営業
を支援するサービスを展示することができました。

・施設ディベロッパー向けサービス
　物流企業である私たちが施設内に常駐することで、
施設内物流の効率化から施設内清掃、警備などの後方
業務を提供し、施設価値向上に貢献するサービスを提
供しています。

・テナント企業向けサービス
　来場者の関心が高かったのが、テナント企業向けの
業務支援です。施設だけでなく施設内テナントの後方
業務においても支援をしています。テナント内で発生
する「商品の荷受け」「荷解き・陳列」「棚卸し」な
どを施設に常駐する当社スタッフが請け負い、テナン
トスタッフの方の負担低減、勤務時間の調整などに活
用いただくことができます。
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 株式会社ワールドサプライ

 Email：
 ws@world-supply.co. jp

ワールドサプライの

新たな一歩に

　今回のSCビジネスフェアでの出

展は、私たちワールドサプライとっ

て大きな一歩となりました。ご来場

いただいた皆さま、そして日ごろよ

り当社を支えてくださる多くの方々

から、あらためて信頼と期待を感じ

る展示会となりました。その思いに

お応えできるよう、今後も品質とサ

ービスの向上に取り組み、挑戦を続

けてまいります。

　改めまして、SCビジネスフェア

2026にて、当社のブースにご来場

くださった皆さま、ありがとうござ

いました。

出展を振り返って

今回初めてSCビジネスフェアに出展

し、営業担当者がそれぞれの視点か

ら多くの学びを得ました。

環境に配慮したノベルティを制作

グループ会社である佐川林業株式会社ご協力のもと、

間伐材を使用したスマホスタンド(右)とモニタークリーナー(左)を

ノベルティとして制作。来場者の方に配布しました。

・そのほかのサービス

そのほかにも百貨店や小売店などへ

の商品納品に活用いただける共同配

送サービスや多様な荷姿に柔軟に対

応ができるチャーターサービス、商

品特性・用途に応じた倉庫サービス

や、アルコールなどの危険物原料を

含む化粧品保管に特化した危険物倉

庫、広い倉庫スペースを駆使して提

供するレンタル撮影スタジオなど、

当社ならではの多彩なサービスを紹

介しました。

　さらに、現在開発中の顔認証を用

いた商業施設入退館管理システムの

実機も展示し、多くの来場者に認証

スピードや利便性を実際に体験して

いただきました。

FLS部　新規開発事業グループ

重富　由加里

　開発中の顔認証を用いた商業施設

の入退館管理システムを中心にご案

内させていただきました。

　来場者の方と課題やニーズについ

て直接お話しすることができ、貴重

な意見交換の機会となりました。本

システムも含め、今後もお客さまの

ご期待に応えられるよう努めてまい

ります。

　３PL事業を中心にご案内させてい

ただきました。

　営業担当として展示会に初めて参

加し、先輩方のスキルを近くで学ぶ

ことができました。また、ご来場者

の方とコミュニケーションをするこ

とで当社の幅広いサービスを改めて

認識し、より一層視野を広げて今後

の業務に生かしていきます。

ロジスティクス部　営業1グループ

大野　珠紀




